




大田市長

　大田市は、島根県の中央部に位置し、国立公園
三瓶山や４６㎞にも及ぶ海岸線、そして世界遺産
「石見銀山遺跡」など、豊かな自然と歴史に育まれ、
魅力ある地域資源を数多く有する地域であります。
　このような多彩な地域資源を有機的に結び付け、
市民との協働を基本として、「自然・歴史・ひとが
光り輝く　だれもが住みよい　県央の中核都市」
の実現を目指してまいります。
　また、人口減少社会を迎えている中、定住人口の
確保につながる地場産業の強化や企業誘致、新しい
産業おこしなどの取組みをいっそう充実・強化して
「産業活力漲るおおだの実現」、そして、市民が
健康で、安心して、地域で暮らせるよう、地域医
療の確保、消防・防災対策による「安全・安心おおだ
の実現」を重点的・集中的に取り組んでまいります。
　“おおだ”の魅力を一人でも多くの方にご理解
いただき、当市のまちづくりに皆様方のお力添えを
賜りたいと存じます。

大田市のプロフィール

概況

【人　　口】　37,996人（H22国調）

【世 帯 数】　14,312世帯（H22国調）

【面　　積】　436.12㎢　　　　　　

【位　　置】　東経　132度30分　　　

　　　　　　　北緯　 35度11分　　　

【姉妹都市】　韓国大田廣域市　　　

【友好都市】　岡山県笠岡市　　　　

歴史

　出雲地域と石見地域の境界に位置して

おり、双方の文化の中継点として、さら

には、鎌倉時代末期に発見されたといわ

れる石見銀山を中心に発展し、江戸時代

には日本経済にも大きな影響を与えた地

域として栄えてきました。昭和28年に制

定された町村合併促進法の施行を機に、

昭和29年に市制を施行して以来、４次に

わたる合併を経てきた「大田市」と、昭

和29年にそれぞれ町村合併し、町制を施

行した「温泉津町」「仁摩町」が平成17

年10月1日に合併し、新生「大田市」が

誕生しました。

特産品

あか穂もち、蒲鉾、そば、ブルーベリー、

ぶどう、いちご、メロン、西条柿、

わさび、和牛、海産物、温泉津焼（焼物）、

温泉津ガラス、石州瓦、銀細工

祭・イベント

大田市彼岸市、やきもの祭、三瓶山西

の原火入れ、三瓶山山開き、天領さん、

温泉津温泉夏祭り、にまごいせ祭、三瓶

高原クロスカントリー大会、銀の國ぐる

め祭り、さんべ祭、ぐるっと三瓶くにび

きウオーク、時の祭典、さんべ志学の雪

あかり

テジョン



 

 

 

 

                                   

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（Ｈ２２国調） 

年齢（５歳階級）・男女別 人口ミラミッド 
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17,761   合計   20,235 
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総面積 水田・畑地 山林 可住地面積 
 

 

 

区分 人口 比率 

436.1 42.5 240.2 52.3 第１次 1,985 11.1 

 

第２次 4,765 26.7 

 第３次 11,130 62.2 

                                     （H22国調） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（H25公共施設状況調査） 

 

 

  

市議会は、市民が選んだ 20人の市議会議員で構成され、一般会計、特別会計、企業会計の予算・

決算や、条例、工事の契約、用地の取得といった重要事項などを審議し、議決します。定例会は年

に４回、そのほか必要に応じて臨時議会が開かれます。 

委員会は、本会議から付託された議案や請願陳情などを専門的に審査します。また、「議会だよ

り」を発行するほか、インターネットによる広報活動などを行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

都市公園等（箇所数） 15 体 育 館 数 9 

公 営 住 宅 等 （ 戸 数 ） 249 陸 上 競 技 場 数 1 

老 人 ホ ー ム 数 0 野 球 場 数 2 

公 民 館 数 7 プ ー ル 数 2 

地目別面積 産業の状況 

市議会（H26.4.11現在） 

【議会の構成】

特別委員会

本会議

総務教育委員会

民生委員会

常任委員会

議会運営委員会
産業建設委員会

公共施設の整備状況 



 

 

 

行政機構（H26.4.1現在） 
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・　・　・
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出納係

地域振興係、市民生活係

地域振興係、市民生活係

大 田 消 防 署 救急１係、通信１係、消防１係、予防１係
救急２係、通信２係、消防２係、予防２係

・　・　・

市 民 生 活 課

市 民 生 活 課

三瓶出張所

予防１係、警防１係、消防１係、予防２係、警防２係、消防２係

・　・　・

予 防 課

警 防 課 警防係

消 防 部
通 信 指 令 室

・　・　・

・　・　・

建設第１係、建設第２係

総 務 課 庶務係、経理係

計画係、施設係、水源係、簡易水道係

下 水 道 課

管 理 課 管理係、業務係

上 下 水 道 部 水 道 課

都 市 計 画 課 都市計画係、住宅係、建築指導係

土 木 課 工務係、維持管理係、農林土木係

建 設 部

管理係

事 業 推 進 課 国県事業推進係、用地係、地籍調査係

水産振興係、農畜産係、林業係

農業担い手支援センター 農業担い手支援係

・　・　・

・　・　・

観光振興係、観光施設係

農 林 水 産 課

産 業 振 興 部 観 光 振 興 課

産 業 企 画 課 産業企画係、商工振興係、産業支援係

・　・　・
市 長 副 市 長

・　・　・

衛 生 処 理 場 庶務係、業務第１係、業務第２係、不燃物係

管理係・　・　・

・　・　・

環 境 政 策 課 環境政策係、環境保全係

新エネ・省エネ推進室 新エネ・省エネ推進係

環 境 生 活 部
・　・　・

・　・　・

・　・　・

保 険 年 金 課 国保年金係

市 民 課 記録係、市民係

高 齢 者 福 祉 課 地域包括支援係、高齢者福祉係、介護保険係、介護保険認定係、指導監査係

管理係

・　・　・

・　・　・

健 康 増 進 課 成人保健係、母子保健係

医 療 政 策 課 医療政策係

健 康 福 祉 部
保育園（所）

社 会 福 祉 課 障がい者福祉係、保護係

子 育 て 支 援 課 子育て支援係、保育所係

人 権 推 進 課 人権推進係、男女共同参画係、市民相談係、おおだふれあい会館

管理係

・　・　・

管 財 課 管財係、入札係、工事検査係

税 務 課 市民税係、資産税係、徴収係、収納管理係

人事給与係

財 政 課 財政係

・　・　・

・　・　・

・　・　・

定住推進室

庶務係、交流推進係、法令係、行革推進係

人 事 課

総 務 部 総 務 課

管理係

危 機 管 理 室 安全防災係

政 策 企 画 課 秘書係、政策企画担当、広報広聴係

政 策 企 画 部 地 域 振 興 課

管理係

予防係、危険物係

定住交通係

情 報 企 画 課 情報企画係、電子行政係、調査統計係

地域振興係、ブロックまちづくり支援担当



 

 

 

                                 ○主要指標等    （百万円、％）              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 園数/学校数 園児数/児童数/生徒数 

保育園（所） 19 1,121 

幼稚園 3 79 

小学校 16 1,733 

中学校 6 895 

（Ｈ26.5.1現在） 

財政力指数 0.278 

標準財政規模 14,051 

経常収支比率 91.7 

 

人件費 27.0 

物件費 10.9 

公債費 26.8 

扶助費 7.5 

補助費 5.9 

維持補修費 1.1 

繰出金 12.5 

実質収支比率 2.5 

積立金現在高 7,774 

 

財調 2,382 

減債 2,687 

その他 2,705 

地方債現在高 33,282 

債務負担行為現在高 2,929 

積立金現在高比率 55.3 

地方債現在高比率 236.9 

債務負担行為現在高比率 20.8 

健

全

化

判

断

比

率 

実質赤字比率 ― 

連結実質赤字比率 ― 

実質公債費比率 16.0 

将来負担比率 91.7 

保育園等の状況 

財政の状況（H25年度） 

ラスパイレス指数（H25） 

97.7 



（平成25年） （平成25年度） （平成24年） （平成25年）

高校生　77.9％ １世帯当たり1.78人 1日に9,162㎥ 1人当たり15.3㎡
中学生　98.1％

進学率 自動車保有台数 上水道配水量 都市公園

1日当たり92,697円 1日当たり2,138千円 生徒9.1人に1人 生徒8.1人に1人

市　　税 所　　得 教員（小学校） 教員（中学校）
（平成24年度） （平成23年度） （平成25年） （平成25年）

（平成25年） （平成25年） （平成25年） （平成24年）

1日に2.87件 1日に4.51件 14日に1件 1日当たり25.6ｔ

交通事故 救急活動 火　　災 ごみ処理

1日に2.58人 1日に3.26人 2.37日に1組 6.40日に1組

転　　入 転　　出 結　　婚 離　　婚
（平成25年） （平成25年） （平成25年） （平成25年）

１世帯当たり2.35人 １㎢当たり86.45人

出　　生
（平成25年）

死　　亡
（平成25年）

1日に0.67人 1日に1.77人

絵で見る市民のくらし

世帯人数
（平成25年）

人口密度
（平成25年）


